
 

 

 

 

                   

 

横浜開港資料館 平成 28 年度第 3 回企画展示 

 

明治天皇、横濱へ 
－宮内省文書が語る地域史－ 

  

１.展示会期など 

会   期 ： 平成２８年１０月２８日（金）～平成２９年１月２９日（日） 

会   場 ： 横浜開港資料館 新館 企画展示室 

開館時間 ： ９時３０分～１７時（入館は１６時３０分まで） 

観 覧 料 ： 一般２００円、小中学生１００円 

休 館 日 ： 月曜日（１月９日は開館）、１２月２８日～平成２９年１月３日、１月１０日 

主   催 ： 横浜開港資料館、宮内庁宮内公文書館 

共   催 ： 横浜市教育委員会 

協   力 ： 横浜市史資料室、横浜都市発展記念館 

後   援 ： 朝日新聞横浜総局、神奈川新聞社、産経新聞社横浜総局、東京新聞横浜支局、日

本経済新聞社横浜支局、毎日新聞横浜支局、読売新聞東京本社横浜支局、NHK 横

浜放送局、ｔｖｋ 

 

２.展示趣旨 

１８５４（嘉永７）年２月、ペリー率いるアメリカ使節の応接所となった横浜村は、１８５９（安政６）年７月

の開港以降日本の玄関口としての役割を担っていきます。この状況は明治維新後も変わらず、横浜は

国際的な貿易港へと発展していきました。一方、京都から東京へ住まいを移した明治天皇は、たびたび

横浜を訪れ、政府の推進する近代化政策、「殖産興業」や「富国強兵」の場面に立ち会います。横浜は

海外に開かれた港を中心に、近代日本の国家的行事の舞台になりました。もちろん、横浜に住む人びと

もそうした場面に遭遇していきます。 

歴史を知るには過去の出来事を記録した史料の存在が不可欠ですが、１９２３（大正１２）年９月の関

東大震災、さらに１９４５（昭和２０）年５月の横浜大空襲によって横浜は史料の多くを失います。しかし横

浜と交流のあった地域や国の機関には、横浜の歴史を語る史料が存在します。本展示では、宮内庁宮

内公文書館所蔵の各種史料から横浜の歴史を見るとともに、地域史の視点から明治天皇の姿を追って

いきます。 

 

３. 展示構成  

１ プロローグ                     ９  凱旋観艦式 

２ 立憲国家の誕生                   １０  明治天皇の崩御 

３ 明治初年の明治天皇               １１  地域に残る明治天皇像 

４ 明治天皇の東幸と横浜             １２  皇室に伝えられた横浜 

５ 汽笛一声、横浜行幸                １３  皇室と地域社会 

６ 横浜行幸と高島嘉右衛門         １４  明治天皇の記録化  

７ 横浜御着港、御用邸へ           １５  行幸の記録と痕跡 

８ 根岸・競馬天覧 
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４．おもな展示資料  （全展示数 約 １２０点）  

   
①  大日本帝国憲法 宮内公文書館蔵 

 

国立公文書館に所蔵するものとは別に、「帝室の宝庫」で保管されてきた大日本帝国憲法。 

伊藤博文が憲法草案を練った横浜は、帝国憲法発祥の地とされている。 

 

 

② 東上ノ図（「京都大火 其他絵図」のうち） 宮内公文書館蔵 

 

１８６８（明治元）年に京都から東京へ移った、明治天皇の東幸の様子を描いた錦絵。 

この時初めて、横浜村付近を通過した。 
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③ 関口日記 当館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橘樹郡生麦村（現・横浜市鶴見区）の関口家当主が記した日記。 

東幸の際の東海道の様子が農民の視点から記録されている。 

 

 

④ 明治五年九月十二日鉄道開業式横浜鉄道館式場写真 宮内公文書館蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８７２（明治５）９月１２日、横浜鉄道館で行われた鉄道開業式の写真。 

明治天皇は新橋駅から横浜駅まで汽車に乗車した。 

１９２３（大正１２）年に神奈川県知事井上孝哉から宮内省臨時帝室編修局へ寄贈されたもの。 
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５. 展示関連事業 

 

●展示関連講演会 「明治天皇と横浜」 

    

講師：篠崎佑太氏（宮内庁宮内公文書館）、辻岡健志氏（宮内庁宮内公文書館）、 

吉田律人（当館調査研究員） 

〔日  程〕    １２月１０日（土） 

〔時  間〕    １３：３０～１６：００ 

〔会  場〕   横浜開港資料館 講堂 

〔受講料〕    ５００円 

〔定  員〕   ８０名（応募者多数の場合は抽選） 

〔申込方法〕  往復はがきに、郵便番号・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を記入の上、下記 

住所にお送り下さい。はがきは１枚につき 1名様のみの申込みです。  

〒２３１-００２１ 横浜市中区日本大通３ 横浜開港資料館  

宮内庁展示講座係 

お問い合わせ：０４５-２０１-２１００ 

〔締  切〕    １１月２２日（火）必着 

 

 

●展示担当者による展示解説 

 

〔日  程〕 第 1 回 １１月３日（木・祝）、第 2 回 １２月３日（土）、 

第 3 回 １２月２３日（金・祝）、第 4 回 平成２９年１月２１日（土） 

〔時  間〕 各回１３：３０から、３０分程度を予定 

入館券をお持ちのうえ、新館２階企画展示室入口にお集まりください。 

 

           

 

６. その他 

 

●展示図録の販売 『明治天皇、横濱へ－宮内省文書が語る地域史－』 

  A4 判、６４頁、９２６円（予価・本体価格） 

 

 

 

 

 お問合せ先 
 
横浜開港資料館    展示担当    吉田 律人             ＴＥＬ 045-201-2169 

                副館長     西川 武臣            ＴＥＬ 045-201-2100 
 
＊画像データをご要望の場合は右へ、ご連絡ください。横浜開港資料館 田中（広報） TEL：045-201-2100 


